




はじめに

　現在、国内の農業経営体数は減少傾向にある反面、1経営体当たりの経営面積は増加しています。しかし農
業の担い手は、高齢化の一途をたどると同時にその数は減少しています。石川県内においても農業経営体数が
平成 27 年の 13,636 経営体から令和 2年は 9,890 経営体へ減少する一方で、20ha 以上の経営体は 26.3%
から 35.3％に増加しており、担い手の減少と農地の集積・経営の大規模化が進んでいます。石川県では水稲
を中心とした経営体が多く、多品種の作付、直播や晩植など栽培方法の多様化により作期分散を図ってきまし
たが、限られた労働力・機械設備で対応できる面積には限りがあります。さらに、米の需要は人口減少や食の
多様化などによって減少傾向にあり、近年は年１０万トン程度の減少が続いています。加えて、新型コロナウ
イルス感染症の影響によって需要の減少に拍車がかかっており、収益向上の面からも水田転換作物の面積拡大
は喫緊の課題であるといえます。

　また、水田転換作物として導入が進む大麦は、収量の高位安定化、施肥量の最適化のためセンシングデータ
や収量の実績データなどに基づくデータ駆動型の施肥体系の構築が求められていますが、センシングからデー
タ分析、施肥量決定、農機の稼働まで連動した取り組みは少ないのが現状です。

　これらの現状を解決する一助として、本実証では①無人トラクターが耕起から播種まで行う「スマート播種
体系」による播種面積の倍増、②センシングから散布まで行う「スマート施肥体系」による低コスト化、に取
り組みました。

　①「無人トラクターによる耕起から播種まで行う「スマート播種体系」による播種面積の倍増」では、従来
の有人トラクターに加えて無人トラクターを導入し、導入前と同人数・同時間で２台のトラクターを用いて倍
の面積を耕起～播種する実証を行いました。短い適期・天候の中でも、大麦の播種面積を増加させることを目
的としています。

　②「センシングから散布まで行う「データ駆動型スマート施肥システム」による低コスト化」では、センシ
ングや収量コンバインのデータを分析し、ほ場の地力・生育量を見える化し、ほ場の状況に応じた精密な施肥
（追肥・基肥）を可能とすることを目的としています。

　これらスマート農業技術体系の実証を行い、播種能力の倍増および収量の高位安定化による担い手の収入金
額の向上、肥料削減・安価な資材活用による低コスト化、追肥時間削減による人件費の削減が実現可能な「デー
タ駆動型水田収益向上モデル」を構築することで、農業経営体の経営収支の改善を図ることが本取組の目的で
す。本書は、実証の過程で得られた作業の手法やポイント、課題などをマニュアルとしてとりまとめ、スマー
ト農業技術の社会実装を推進するものです。

令和　7年　3月

石川県農林総合研究センター

藪　哲男（実証代表者）

植松　繁（進行管理役）

1



スマート播種体系

▶慣行の播種作業は、オペレーター 1人＋補助員 1人（計 2名）で 1台の農機を稼働
▶播種適期が短いこと、天候に左右されることから、現状は 2ha/ 日の播種が限度
▶そこで、無人トラクター＋搭載型シーダー（KSAS・無人トラクタ対応）による『スマート播種体系』を導入・実証
▶慣行と同人数・同時間で播種できる面積を倍増（4ha/ 日）させる

・実証面積　 稲跡:実証区　9.3ha、慣行区:1.6ha（計 10.9ha）
　　　　　　そば跡:実証区　10.9ha、慣行区:3.2ha（計 14.1ha）

・播種日　　稲跡:2023 年 10/6、11 ～ 13（計 4 日間）
　　　　　　そば跡:2023 年 10/13 ～ 14、16 ～ 19、25（計 7 日間）

・実証内容　 無人・有人の２台のトラクターを用いた作業体制により、導入前と同作業人数・同時間で、
　　　　　　倍の面積を耕起・播種できる播種能力の倍増を図る
　　　　　　→隣接あるいは対面の位置関係にあるほ場において、無人・有人トラクターでそれぞれ播種し、
　　　　　　　作業時間・日当たり作業面積等を測定

オペレーター 1人＋補助員 1人（計 2名）で 2台の農機を稼働させる際の運用方法について検討
▶作業時間や作業能力を計測し効果検証

実証する技術と考え方

実証項目の具体的内容

実証概要

取組概要
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・実証区では、播種作業の初期には 2～ 3ha/ 日の播種面積となったが、作業者の動きや農機、
　ほ場の配置を工夫することで、次第に播種面積が増加し、10月 18 日には最大 4.28ha/ 日の作業面積を達成
・慣行区および昨年の日当たり最大播種面積の実績値を２倍以上上回り、実証項目の目標を達成

・また、有人トラクター（播種機:慣行播種機）、無人トラクター（播種機:搭載型シーダー）による播種時間を
　実証区内で比較したところ、作業時間が無人トラクターの方が 11 ～ 18％程度は短く、
　２台同時運用時はもちろんのこと、無人トラクタ単体でも作業時間の削減効果があることが明らかになった

・これについてはトラクター（速度・ターン数等）のみでなく、播種機の能力差（補充回数等）が影響していると
　考えられる
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取組成果

実証成果（有人・無人トラクターの比較）

・実証に使用した機械
自動運転トラクター　クボタ社製　Agri Robo  MR1000AH
 作業アタッチメント　ニプロ社製 UFG-SH10R24






































